





Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
STUDIES　ON　SOCIAL　WELFARE，　TOYO　UNIVERSITY　　2011年10月
東アジア社会と日本の社会福祉
第6回大会基調講演／阿部志郎（2010年8月）
シンポジウムの記録
柳愛貞
森山千賀子
森田明美
討論
犯罪の抑止変数に関する統計的検討
一警察庁統計と社会保障・社会福祉の指標を用いた重回帰分析の結果より一
榎宏朗
小泉隆文
細井洋子
片平洌彦
●学位請求論文要旨
　朴志允
　　　　　　　　　　　書評
　　　　　　　　　　　2010年度活動報告
　　　　　　　　東洋大学社会福祉学会会則
「東洋大学社会福祉研究」投稿規定／執筆要領
東洋大学社会福祉学会
The　Society　for　the　Study　of　Social　Welfare，　Toyo　University
【巻頭言】
【巻頭言】
東日本大震災に思うこと
　　東洋大学社会福祉学会
平成23年度会長佐藤　豊道
　2011年3月11日、マグニチュード9．0の東日本大震災によって多くの方々の人命が
失われ、また行方不明となっている。これらの方々、並びに家族・地域の方々に、
謹んで哀悼の意とお見舞いを表したい。
　さらに、大震災によって引き起こされた原子力発電所の事故は、当初、「想定外」
の自然災害が原因とされたが、時間の経過とともに、単なる自然災害にとどまらず、
リスク・マネジメントの欠落による人災ともいえる様相を呈してきた。
　フクシマ原発事故に至るまでの原発の「安全神話」はどのようにして操作され
てきたのか。それに関わった科学者、審議会委員、「やらせ」で動員された参加者、
故意の数値隠し、政治献金、自己完結型の「原発村」、風評被害、汚染焼却灰の管
理方法、燃料棒の最終処理をめぐっても、まだまだ不透明な部分が多い。
　今回の原発事故は、いったん事が起こったら、統制するスキルやノウハウを持
たないきわめて危険な実態があることを明確にした，福島第1原発から大気中に
放出されたセシウム137は広島原爆の168．5個分に相当する。被爆国ニッポンは、今
回、加害国という立場に立たされている。
　被災に遭われ、生活の場を追われ、故郷を離れ、時には捨てざるを得なかった人々
の無念さは筆舌に尽くしがたい。我が国のとるべき方向は、減原発から脱原発へ
の政策転換だと考える。
　マーチ・イレブン以降に起こった日本社会の変容を理解するには、「人間：環境：
時間：空間の交互作用」というジェネラリスト・ソーシャルワークの基本概念で
読み解くことの重要性を再認識させてくれる。
　思い起こせば、88年前の1923年の関東大震i災に遭遇したさいに、東洋大学社会
事業学会（1920年創設）は、1921年に創設された社会事業科の学生を中心に、簡
易食堂、法律相談所、職業紹介、情報部等を設け、震災被災者の救護にあたった。
　今回の東日本大震災にあたっても、東洋大学は全学的な支援の体制をとり、社
会貢献を行った。本学会の会員も支援を行い、活動の継承を行った。伝統の継承
と未来志向の進化は、東洋大学の新しい方向を提示している，
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東洋大学社会学部社会福祉学科教授
　　　　　　　秋元　美世
　東洋大学福祉社会システム専攻出版委員会：経
験と知の再構成：社会人のための社会科学系大学
院のススメ』（東信堂、2011年3月）
　本書は、日本で最初の社会人のための社会学・
社会福祉系夜間大学院として開設された東洋大学
大学院福祉社会システム専攻で、社会人の大学院
生の指導にあたってきた教員スタッフが、現役の
院生と大学院を目指す人対象にして、大学院で学
び研究するために役立つことを様々な角度から論
じた、社会科学系大学院への入門の書である。
本書の構成は次の通りである。
第1部
1　「研究」についての認識を新たにする
1　社会人の大学院生活
皿　大学院における授業
IV　社会的事実とは何か
第2部
1　論文の基本構造
II　論文の作法
皿　先行研究の集め方、読み方
IV　「現場」と大学院の往還
V　社会調査は嘘をつく
VI調査・研究の倫理
終章　社会経験を通じて鍛えられる知
付録　指導教員とのコミュニケーションと指導の
受け方
　以下、各論文の内容と評者の感想を簡単に紹介
しておくことにしたい。
　まず、第1部の「1『研究」についての認識を新
たにする」（井上治代・敬称略・以下同じ）は、社
会人が大学院で学び・研究する際の心構えについ
て論じている一「『私的な自己実現］ではなく「学
位取得」という自覚」、「『職場』と『研究］におけ
る能力は別ものである」、口分析枠組』をしっかり
もつこと」が、この章を構成する節の見出しなの
だが、この見出し自体が、社会人が大学院で学ぶ
上での心構えを見事に描き出していると言えよう。
また、これらのことが内容的にもつながりを持っ
ている，つまり、研究の場であるということこそ
が大学院の本質であり、その自覚をもつことが求
められる（単なる自己実現の場ではない）。そうし
た自覚を持つことではじめて研究のための分析枠
組みの重要性が理解できるのである。
　つづいて「H社会人の大学院生活」（須田木綿子）
では、社会人が大学院で教育・研究にかかわる場
合に直面する様々な困難について、先輩院生の具
体的な言葉などを通して触れている．現実の大変
さがよく分かるとともに、そうした問題を乗り越
えていくための工夫なども紹介されている。ただ
し、簡単なことではないという「戒め」と同時に、
社会人院生の人たちが、そうした困難を乗り越え
て得られるはずのものの「大きさ」についても触
れられている。本章で強調したかったことは、お
そらくはこちらの点なのだろう．
　大学院は、研究の場である。したがってどのよ
うに授業を受けるかも、そうした観点から考える
必要がある。そのような観点から「皿大学院にお
ける授業」（西澤晃彦）が、授業を受ける場合のキー
ワードとして位置づけているのが「内在的批判」
ということである，ただし他方で、「教室はまちが
うところだ」という言葉を紹介しながら、授業に
関してあまり身構える必要もないということを指
摘している，
　第1部の最後の章である「工V社会的事実とは何
か」（紀葉子）では、社会人院生ならではの科学的
認識の困難さと同時に、多様な社会的属性をもつ
人々の集まりである社会人大学院生ならではの利
点について触れている．
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書評
　第2部の「いかに研究するか」では、より具体
的な事柄が取り扱われている。
　まず「1論文の基本構造」（須田木綿子）、「II論
文の作法」（須田木綿子）、「皿先行研究等の集め方、
読み方」（藤林慶子）は、内容的にはひとまとまり
のものであり、いわゆる「論文の書き方」として様々
な形で出版されているものに該当する。ただし、
既存の類書とは異なる特色が本書にはある。ひと
つは、非常にコンパクトで読みやすい点である。
この手の本に関しては、それなりの厚さの本を前
にして息切れしてしまうということも往々にして
あるのだが、少なくとも本書に関してはそうした
こととは無縁である。もう1つは、論文の基本構
造ということが重要な柱の1つとして位置づけら
れている点である。執筆者自身が指摘しているよ
うに、論文の基本構造がわかっていれば、論文の
内容を的確に、かつ短時間に理解することができ
るようになり、自分自身が論文を書くとき、何を
どう書くべきかについての地図を描きやすくなる。
　つづく「IV『現場」と大学院の往還」（西澤晃彦）
では、社会人大学院生が、自らの日常的な「現場」
（仕事の場）をそのままフィールドとして研究テー
マを設定する場合に踏まえておくべきことが、論
じられている。議論そのものは、やや抽象度が高
めだが、社会人院生として「現場」とフィールド
の関係の問題を真剣に考えている者であれば、い
ろいろ納得できることが多い章であると言えよう。
　さて、最近は、修士論文をまとめるにあたって
実証的な調査を行い、それをベースに論文を組み
立てることが多く見られる，ただ、その際、調査
が論証のための手段であるということからはみ出
して、調査自体が目的のようになってしまい、本
来の主題が曖昧化している（主張したいことを見
失ってしまっている）例も見られる，「V社会調査
は嘘をつく」（紀葉子）は、調査の必要性や重要性
を当然の前提としつつ、むしろ調査の限界という
ことについてわかりやすく説明を加えている，調
査とうまくつきあっていくためにもぜひ目を通し
ておいて欲しい章である一
　調査にかかわっては、事前に学内の倫理委員会
の審査を受けることが、社会科学の分野において
も当然のこととなってきている。このように研究
倫理に対する配慮は、今や大学院生の研究活動に
おいても必須の事柄となっている．「VI調査・研究
の倫理」（高山直樹）は、研究倫理の問題を、ヒュー
マンサービスにかかわりのある領域を念頭におき
つつ実践的な観点から検討を加えている。「ヒポク
ラテスの誓い」といったことを取り上げるなど、
いろいろ示唆に富む内容となっている。
　「終章・社会経験を通じて鍛えられる知」（松本
誠一）は、社会人院生が、日常の大学院生活にお
いてぶつかる壁、あるいは経験する「喜怒哀楽」
について論じている。評者はこの章を「社会人大
学院生へのエール」として読むことができた。な
お本書の巻末に、「指導教員とのコミュニケーショ
ンと指導の受け方」（藤林慶子）が付録としてつけ
られている。
　社会人として一定のキャリアを持つ人たちは、
豊富な知識と経験を有し、またそれに根ざした深
い問題意識を持っている。だが、そのような社会
体験を研究に活かすには、学術的な議論の文脈に
即して関心や議論の仕方を再構成する必要がある。
本書は、そうした「学術的な知へのチャンネルの
切り替え」（「はしがき」）のための大きな助けとな
るだろう。
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【2010（平成22）年度】
8月1日　第6回大会開催
プログラムは、下記の通りであった。
10：00～　12：00
似下3名の大学院生の報告が行われた。）
高村弘晃・門　美由紀・山田宜廣
13：00～13：30　総会
13：30～15：00　基調講i演
阿部志郎（神奈川県立保健福祉大学名誉教授）
「東アジア社会と日本の社会福祉」
15：10～17：00　シンポジウム
「日韓の社会福祉比較研究の課題
　　　　　　一社会福祉支援の総合性をめぐって一」
柳　愛貞氏（韓国保健福祉部・専門官／
森山千賀子氏（白梅学園大学・准教授）
森田明美氏（東洋大学社会学部・教授）
コーディネーター：秋元美世（東洋大学社会学部・教授）
　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略・所属は当時）
●審議事項
1，2011年度の事業計画案と予算案が審議され、承認さ
れた。
●報告事項
1．会員数について
会員数　167名　〔2010年8月1日現在〕
ソ
］
3
4．
2009年度の事業報告・決算報告がなされた。
学会ニュース発行
　　　CNo．8　2010年3月3日、No9　2010年6月12日／
機関誌「東洋大学社会福祉研究」lNo．3の発刊
　　　（2010年8月1日｝
　　　　　（事務局長：金子光一理事：後藤広史1
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東洋大学社会福祉学会会則・「東洋大学社会福祉研究一投稿規程・執筆要領
東洋大学社会福祉学会／会　則
　　　　　　　　第1章　総　則
（名称）
第1条　本会は東洋大学社会福祉学会と称する。
（事務局）
第2条　本会の事務局は、東洋大学白山キャンパスに置
く。（東京都文京区白山5－28－20）
　　　　　　　　第2章　目　的
（目的）
第3条　本会は、社会福祉に関する学術研究と実践活動
の成果の発表、及び会員相互の交流を目的とする、
（事業）
第4条　本会は、その目的を達成するために次の事業を
行う。
1．機関誌・通信の発行
2．年次学術研究大会、研究会、講演会などの開催
3．その他、理事会が適当と認めた事業
　　　　　　　　　第3章　会　員
（会員）
第5条　本会は、次の会員をもって組織する。
1．通常会員
　　東洋大学教員、東洋大学に勤務された教員（専任・
　　非常勤）
　　東洋大学の在籍生、卒業生
　　東洋大学大学院の在籍生、修了生
　　本会の目的に賛同する者
（入退会の手続き）
第6条入会を希望する者は、所定の会費を添え、申込
書を本会事務局に提出する、また、退会を希望する者は、
本会事務局に通告して退会するものとする。
（会費）
第7条　会員は年会費（5，000円、学部在学生は2，500円）
を納めなければならない。
年会費の額は総会で決定する，既納の会費は返済しない。
（会員の権利）
第8条　会費を納入した会員は、以下の権利を有する。
1．通信物等の受理
2．機関誌の受理（無料）
3．機関誌への投稿
4．研究会・講演会など各種の会合への参加
5．前項4．における研究成果等の発表
二．会費を3年以上滞納した者は、理事会の議を経て、
その者の会員の権利を剥奪することができる、
（役員の選出）
第10条
1．会長：理事の中から互選する、
2，事務局長：顧問及び会長が、会務の執行にかかわる
事務責任者として事務局長を選出し、総会の議を経て委
嘱する。
3．理事：総会において会員の中から互選する。
・研究大会担当・機関誌担当・財務担当・同窓会担当
なお、必要に応じてその他の理事を、総会において互選
することができる。
4．顧問：本会発展に貢献のあった者の中から、理事会
の議を経て選出する、
5．会計監事：総会において会員の中から互選する。
（役員の任期）
第11条役員の任期は2年とする。
但し、再任を妨げない。補欠の役員の任期は、前任者の
残任期間とする。
（理事会）
第12条理事会は、会長、事務局長、理事によって組織
される。
二，理事会は、理事の過半数の出席をもって成立し、議
事は出席理事の過半数をもって決する。
（総会）
第13条　会長は、毎年1回会員の通常総会を招集しなけ
ればならないc会長が必要と認めるとき又は会員の3分
の1以上の請求があるときは、臨時総会を開く。なお、
総会の議事は、出席会員の過半数をもって決する。
　　　　　　　　　第5章　会　計
（経費）
第14条　本会の経費は、会費、寄付金その他の収入を
もってあてる、
（予算及び決算）
第15条　本会の予算及び決算は、理事会の議決を経て、
総会の承認を得てこれを決定する。
（会計年度）
第16条　本会の会計年度は、毎年4月IBに始まり、3月
31日に終わるものとする、
　　　　　　第6章　規約の変更及び解散
（会則の改正）
第17条　本会会則を変更し、又は本会を解散するには、
会員の3分の1以上又は理事の過半数の提案により、総会
出席会員の3分の2以上の同意を得なくてはならない。
付　則
1．本会会則は、2005年11月27日から施行する。
　　　　　　　　　第4章　機　関
（役員）
第9条　会の事業を遂行するために次の役員を置く，
1，会長1名、事務局長1名、理事若干名、顧問若干名
2．会計監事2名
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「東洋大学社会福祉研究」投稿規程 「東洋大学社会福祉研究」執筆要領
（2008年6月30日制定戊 （2008年6月30日制定〕
1．投稿資格
　投稿者は、原則として東洋大学社会福祉学会会員とす
る。ただし、以下の場合には、編集委員会の判断によっ
て投稿を受理できる。
1）編集委員会において特別に依頼する場合。
2．原稿の種類
1）原稿の種類は、論文、研究ノート、翻訳、資料とする。
2）論文は、他に未発表のものに限る。投稿論文と内容
が重複・類似した既存発表論文または他誌に投稿中の論
文がある場合は、投稿者は、必ず当該論文のコピーを添
付することとする。編集委員会で受理の諾否を決定する。
3）翻訳・目録・資料で単独の原稿をなすものには、解
題・解説を付けることが必要である。
3．原稿の枚数
1）原稿は、原則として、400字詰め原稿用紙換算30枚
（12000字、図表を含む）以内とする。
4．原稿の採否
1）原稿の採否、ならびに論文の修正の指示は、選定さ
れたレフェリーの査読結果に基づき、編集委員会が決定
する。
5．投稿形式
1）投稿は、電子媒体（フロッピー・ディスク等）で行い、
プリントアウトしたハードコピーを添付する一
6．要旨・キーワード
1）原則として、400字程度の要旨と、5個以内のキーワー
ドをつける。
7．執筆要領・執筆要領
1）紀要編集委員会においてその内容を検討し決定する，
8．自由投稿論文の原稿は、掲載の可否にかかわらず返
却しない。
1．要旨
ユ）要旨は、できあがり1頁以内とする、
2）5以内のキーワードをつける。
2．ワープロ入力上の注意
1）原稿は、ワープロ作成によるものを原則として〔A4
版、横書き）1ページ全角40字×40行で印字する（空白
部分は、上記分量に含まない）、ただし、英数字は原則
として半角とする。
2）拡大文字・特殊文字・文字飾り・罫線制御記号なども、
プリントアウトした原稿で指示する。
3）改行以外の個所は、続けて入力すること．
3．図表
1）図表は本文中に入力せず、本文の後ろに入力するか、
あるいは別のファイルに保存する。図表の挿入位置はプ
リントアウトした原稿に指示する。
2）図表は、A4版で、例えば、1／4ページの場合、400字、
1／2ページの場合、800字として換算する。
3）図表には、通し番号（図表1、図表2）でタイトルを
つける。その場合、1図表ごとに別紙（別ファイル）に
作成し、本文中に挿入箇所を指定する。図表が、出版物
からの引用の場合は、出典を明記し、必要に応じて、著
作権者の許可を得なくてはならないL
4，注
1）本文中の該当箇所に、右肩上付きで、1）、2）、3）、
と順に示し、注自体は本文の後に一括して記載する。
5．参考文献
1）注の後に一括して記載する（著者名のアルファベッ
ト順）。文献挙示の方法については、「社会福祉学」投稿
規程に準ずるものとする。
6，校正
1）著者構成は初稿のみとし、誤字、誤植、脱字の訂正
以外は、原則として認めない。
◆編集後記◆
3月の地震以来、国内では落ち着かない状態が続いています。アメリカやヨーロッパ諸国は財政が悪化し、中東情勢
はいっそうの不安定さを増し、中国からも、これまでとは異なるトーンのニュースが聞こえてきます。世界規模の再編
の気配です、このような時代における知的活動の意味・意義を、改めて問わなければなりませんね．
（Y，S，）
「東洋大学社会福祉研究」編集委員会
48
東洋大学社会福祉研究　第4号
2011年10月16日発行
編集／発行：東洋大学社会福祉学会事務局
　〒ll2－8606東京都文京区白山5－28－20
TEL　O3（3945）7439．／FAX　O3（3945）7626
制作　／印刷　　株式会社ワコー
49
　　　　　　　　　　あ
　　　　　　　　　　難
●
㎜UNIYEftSITY
